














はじめに 

 妊娠・分娩・産褥,その後の乳健に際し,医師その他のスタッフによる時宜を得た適切な

母親指導が行われることが,その後の母子の健全な行動精神運動発達に効果的に影響する

ことはよく知られていることである。しかしこの指導の効果を定量的に知ることは困難で

あり,指導者の立場からは母親による暗黙の了解を得たものとして過すことが殆んどであ

る。 

 われわれは以前より妊婦母親教室の一部に携わり，主として母子の早期接触,母乳栄養の

重要性について述べ,又産褥退院前には児の 12 ヵ月間の発意栄養,環境,病気のしくみ,さ

らには睡眠・覚醒・席泣時の関り合いをオムツ取り替え・抱き・見つめ・話しかけ・授乳

に到る働きかけをいわゆる生活のリズム,state(状態)を考慮した育児指導を行ってきた

(表 1)が,その指導効果を得たので報告する。 


